
◎
女
児
の
乳
房
に
つ
い
て

小
学
校
２
〜
３
年
生
の
二
次
性
徴
発
現
時
に
は

女
児
に
お
い
て
は
乳
房
の
発
育
が
あ
る
が
、
と
き

に
痛
み
や
し
こ
り
、
さ
ら
に
は
左
右
差
を
認
め
、

検
査
を
希
望
さ
れ
る
親
が
数
人
あ
り
ま
す
。
婦
人

科
の
受
診
を
勧
め
て
い
ま
す
が
、
ど
の
程
度
ま
で

は
紹
介
し
な
く
て
よ
く
、
ど
の
程
度
以
上
は
紹
介

す
べ
き
か
お
教
え
下
さ
い
。

（
岐
阜
県
・
福
富

悌
、
小
児
科
）
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小
学
校
２
〜
３
年
生
（
７
歳
〜
９
歳
）
に
生
じ
た
乳

房
腫
大
の
原
因
と
対
処
法
に
つ
い
て
概
説
す
る
。
表
に
、

小
児
の
乳
房
腫
大
の
原
因
を
示
す
。
質
問
の
思
春
期
初

来
年
齢
前
後
に
お
け
る
乳
房
腫
大
の
原
因
は
、
正
常
な

思
春
期
初
来
（
７
歳
６
カ
月
以
降
）、
思
春
期
早
発
症

（
７
歳
６
カ
月
未
満
の
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
効
果
）、
お
よ

び
早
発
乳
房
（
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
効
果
に
よ
ら
な
い
）
が

大
部
分
を
占
め
る
。
炎
症
性
疾
患
や
腫
瘍
性
疾
患
は
ま

れ
で
、
と
く
に
乳
癌
は
非
常
に
ま
れ
で
症
例
報
告
が
散

見
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
乳
腺
炎
（
乳
房
炎
）
は
片
側

性
に
生
じ
、
局
所
に
炎
症
の
四
徴
候
（
熱
感
、
疼
痛
、

腫
脹
、
発
赤
）
を
認
め
、
温
湿
布
、
抗
生
剤
投
与
、
全

身
感
染
徴
候
の
観
察
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。
小
児
の
腫

瘍
性
乳
腺
疾
患
は
、
ほ
と
ん
ど
が
良
性
で
片
側
性
に
生

じ
、
血
管
腫
、
脂
肪
腫
、
乳
頭
腫
、
リ
ン
パ
管
腫
な
ど

が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
は
、
血
管
腫
が
一
番
多

く
、
通
常
思
春
期
の
乳
房
腫
大
に
伴
い
消
失
す
る
の
で

外
科
的
治
療
は
必
要
な
い
。
外
科
的
治
療
は
、
片
側
乳

頭
芽
損
傷
を
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
注
意
が
必
要
で
あ

る
。
正
常
な
乳
房
初
来
が
片
側
性
の
場
合
に
は
腫
瘍
性

疾
患
と
の
鑑
別
が
必
要
に
な
る
が
、
思
春
期
初
来
の
場

合
に
は
６
カ
月
以
内
に
他
方
の
乳
房
腫
大
や
他
の
二
次

性
徴
の
徴
候
が
出
現
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
良
性
の
乳

腺
腫
瘍
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
、
外
科
的
処
置
よ
り
も
、

経
過
観
察
す
べ
き
で
あ
る
。
炎
症
性
で
内
科
的
治
療
に

抵
抗
性
の
場
合
や
、
ど
う
し
て
も
悪
性
の
可
能
性
を
否
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定
で
き
な
い
と
き
の
み
に
、
乳
頭
芽
の
保
存
に
充
分
気

を
つ
け
て
外
科
的
処
置
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

腫
瘍
性
な
い
し
は
炎
症
性
乳
腺
疾
患
を
疑
っ
た
場
合
に

は
、
外
科
医
に
コ
ン
サ
ル
ト
す
べ
き
で
あ
る
。

女
児
に
お
け
る
思
春
期
の
初
来
は
、
通
常
乳
房
発
育

か
ら
始
ま
り
、
恥
毛
出
現
、
初
潮
へ
と
進
行
す
る
。
厚

労
省
研
究
班
に
よ
る
中
枢
性
思
春
期
早
発
症
の
診
断
基

準
（
平
成
１５
年
改
訂
）
で
は
、
乳
房
は
７
歳
６
カ
月
未

満
で
初
来
し
た
場
合
に
病
的
と
判
断
さ
れ
る
。
思
春
期

早
発
症
は
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
産
生
性
卵
巣
腫
瘍
な
ど
に

よ
る
器
質
性
原
因
、
な
い
し
は
特
発
性
（
中
枢
性
）
に

生
じ
、
二
次
性
徴
が
初
来
、
進
行
す
る
疾
患
で
、
乳
房

初
来
以
外
の
徴
候
を
伴
う
。
例
え
ば
、
身
長
促
進
を
伴

う
骨
成
熟
の
進
行
（
骨
年
齢
の
促
進
）
で
あ
る
。
骨
年

齢
は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
が
必
要
で
あ
る
が
、
身
長
促

進
は
成
長
曲
線
を
作
成
す
る
だ
け
で
重
要
な
情
報
が
得

ら
れ
る
。
母
子
手
帳
、
幼
稚
園
・
保
育
園
、
小
学
校
の

健
康
手
帳
な
ど
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
身
長
・
体
重
を

成
長
曲
線
に
プ
ロ
ッ
ト
す
る
。
通
常
の
思
春
期
初
来
で

１．片側性乳房腫大
血管腫
脂肪腫
乳頭腫
リンパ管腫
嚢胞
線維症
乳腺炎、乳房炎
血腫
脂肪壊死
周辺組織の腫瘍
乳房発育（正常な）
乳癌

２．両側性乳房腫大
早発乳房
思春期早発
真性性早熟症
外因性エストロゲン暴露
内因性エストロゲン産生増加（卵巣腫瘍
など）
甲状腺機能低下症（オーバーラップ症候
群）
乳房発育（正常な）

小児期の乳房腫大の原因（文献１）を一部改変）
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は
、
乳
房
初
来
の
時
期
に
先
行
し
て
身
長
ス
パ
ー
ト
を

認
め
る
。
つ
ま
り
、
発
症
前
に
比
し
て
、
身
長
カ
ー
ブ

が
上
に
シ
フ
ト
す
る
。
血
液
検
査
で
は
、
思
春
期
前
に

は
測
定
感
度
以
下
に
低
い
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
が
、
思
春
期

レ
ベ
ル
に
高
く
な
り
、
ゴ
ナ
ド
ト
ロ
ピ
ン
（
Ｌ
Ｈ
と
Ｆ

Ｓ
Ｈ
）
は
、
特
発
性
で
は
思
春
期
レ
ベ
ル
に
、
器
質
性

で
は
通
常
感
度
以
下
に
な
る
。
乳
房
初
来
に
加
え
て
、

身
長
ス
パ
ー
ト
な
ど
の
思
春
期
徴
候
を
認
め
る
場
合
に

は
、
思
春
期
早
発
症
の
可
能
性
を
考
慮
し
、
小
児
内
分

泌
医
に
依
頼
す
る
必
要
が
あ
る
。
乳
房
腫
大
の
原
因
と

し
て
病
的
異
常
が
な
く
、
他
に
二
次
性
徴
の
徴
候
が
な

い
場
合
を
早
発
乳
房
と
称
す
る
。
と
く
に
治
療
の
必
要

が
な
い
が
、
３
カ
月
毎
に
経
過
観
察
し
、
他
の
二
次
性

徴
の
初
来
や
身
長
ス
パ
ー
ト
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ

る
。さ

て
、
７
歳
６
カ
月
以
降
に
乳
房
腫
大
が
出
現
し
、

正
常
な
思
春
期
初
来
と
判
定
さ
れ
た
場
合
、
病
的
で
は

な
い
の
で
放
置
し
て
よ
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
例

え
ば
小
学
校
１
年
生
（
７
歳
６
カ
月
）
で
乳
房
初
来
、

２
年
生
（
８
歳
）
で
恥
毛
出
現
と
い
う
の
は
、
性
成
熟

が
早
す
ぎ
る
よ
う
に
感
じ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
く
に
、

思
春
期
初
来
前
の
身
長
が
低
い
と
、
思
春
期
ス
パ
ー
ト

に
よ
り
一
時
的
に
身
長
カ
ー
ブ
が
上
に
シ
フ
ト
す
る
が
、

骨
成
熟
が
進
行
す
る
た
め
、
よ
り
低
身
長
の
度
合
い
が

ひ
ど
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
精
神
年
齢
が
低

い
と
、
二
次
性
徴
に
伴
う
身
体
変
化
や
性
衝
動
に
対
応

で
き
な
い
場
合
や
、
さ
ら
に
は
、
外
見
上
の
問
題
で�
い

じ
め
�
の
対
象
に
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
場
合
、
ご
両
親
と
小
児
内
分
泌
医
と
の
話
し
合
い
で

対
応
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
コ
ン
サ
ル
ト
を
依
頼

す
べ
き
で
あ
る
。

文
献

１）Sim
m

ons,
R

S.,
B

reast
D

isorder.
In

:Sanfilippo
JS

(ed)

Pediatric
and

A
dolescent

G
ynecology

2
nd

ed.
pp603

〜

620.W
B

Saunders,Philadelphia(2001)
２）
中
枢
性
性
早
熟
症
診
断
の
手
引
き
、
厚
生
労
働
省
厚
生
科
学

研
究
補
助
金
特
定
疾
患
対
策
研
究
事
業

間
脳
下
垂
体
機
能

障
害
に
関
す
る
調
査
研
究
班
、
平
成
１３
年
度
総
括
報
告
書
pp

３４
〜
３５
（
２
０
０
２
）

（５７５）25 CLINICIAN ’06 NO. 550


